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省エネ最適化診断によるエネルギー使用の
合理化と脱炭素対策に向けて

ｉｎ

東北経済産業局　

令和４年度

参加対象
中小企業・特定事業者・自治体・団体等

２０２２年

１１月２８日 月
時 間 １３：３０～16：0０

省エネルギー
オンラインセミナー

Microsoft teams
参加
無料

オンライン開催

PC スマホ

「2050年カーボンニュートラル」に伴う温室効果ガス排出削減に向けた企業の脱炭
素経営志向や、昨今のエネルギー価格高騰の影響を背景とした省エネルギーへの
取組みは益々重要性を増しております。
今回の省エネセミナーでは、省エネ最適化診断による省エネルギー実践事例を診
断者からの視点および実践した企業からご紹介するとともに、2023年4月1日に施
行が予定されている改正「エネルギーの使用の合理化等に関する法律（省エネ法）」
の概要、さらには令和５年度の省エネ支援施策についてご紹介いたします。
ご関心がある方はぜひご参加ください。

令和4年度 省エネルギーセミナーin東北  事務局 （株式会社アカンパニーテクノロジーズ内 《担当／タカノ》
E-mail  takano@e-webinar.net　TEL.080-2169-4010お問合せ主催

●プログラム

14：05～
（2０分）

14：35～
（3０分）

15：10～
（2０分）

15：35～
（2０分）

13：30～
（３０分）

1. 省エネルギー法の改正について

講 師

2. 中小企業における脱炭素経営

講 師

〈休憩5分〉

3. 原単位管理の適正化と
　 EMSを活用したCO2削減事業
講 師

4. 燃料転換及び高効率ボイラーへの置換

講 師

5. 令和５年度省エネルギー支援施策について

講 師

近年、気候変動対策が企業にとって経営上の重要課題となり、全社を
挙げて取り組む企業が増加しています。中小企業の脱炭素経営の必要
性や事例、環境省支援策を御紹介します。（質疑：５分）

省エネ診断の事例を通じて、省エネ改善（原単位改善）を実践した事
例の御紹介と中小企業のCO2排出量削減対策について御紹介いた
だきます。（質疑：５分）

４台中２台のボイラーの更新時期に都市ガス使用が可能となったこと
に加え、省エネルギーセンターの省エネ診断においてボイラーの集約
の提案を契機に設備投資を行ったところ、計画値を上回るCO２削減を
達成した事例を御紹介します。（質疑：５分）

来年度の省エネ関連概算要求（支援策案）等や省エネ診断や支援まで
を行う経済産業省の支援施策「省エネお助け隊」の活用について御
紹介します。（質疑：５分）

改正省エネ法の具体論（エネルギー定義の見直し、エネルギーの使用
の合理化に関する措置、非化石エネルギーへの転換に関する措置、電
気の需要の最適化に関する措置）について、資源エネルギー庁担当官
から説明します。（質疑：５分）

資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部省エネルギー課
係長（企画・法規担当）二川 慎之介 氏

環境省東北地方環境事務所　地域脱炭素創生室
室長補佐 原田 和昭 氏

一般社団法人カーボンマネジメントイニシアティブ
代表理事 佐々木 譲 氏

太子食品工業株式会社古川清水工場
工務課 課長 岩崎 佳祐 氏

東北経済産業局資源エネルギー環境部
エネルギー対策課 課長補佐 佐々木 剛

mailto:takano@e-webinar.net



